　　海上関係法律　　　
勉強会資料-１

[港則法 初級]

海上関係法律にどんなものがあるか

・船舶の交通等について規定するもの

・船舶自体について規定するもの

・船舶乗組員について規定するもの

・その他

船舶の交通等について規定するもの
・港則法

・海上交通安全法

・海上衝突予防法

船舶自体について規定するもの

・船舶安全法

　　◆危険物運送及び貯蔵規則

・船舶法

船舶乗組員について規定するもの他
・船員法

・船舶職員法

・その他

　　◆海洋汚染及び海上災害防止に関する法律

　　◆港湾法　他　沢山ある

港則法の概要(初級)

・(第１条)法律の目的

　　◆この法律は、湾内における船舶交通の安全及び湾内の整頓を図ることを目的とする。

・(第２条)港及びその区域

　　◆この法律を適用する港及びその区域は、政令で定　　める。
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××港並びに××港は特定港に該当する。

(第4条)入出港の届け出
・船舶は、特定港に入港したとき又は出港しようとするときは、命令の定めるところにより港長に届け出なければならない。
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 全船対象。
(第５条)錨地
・特定港内に停泊する船舶は命令の定めるところにより、各々そのトン数又は積載物の種類に従い、当該特定港内の一定の区域内に停泊しなければならない。
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 総トン５００ｔ以上の船舶は、××側並びに××側泊地に錨泊出来ない。（地方の状況による）
・特定港の繋留施設の管理者は、当該繋留施設を船舶の繋留施設の用に供するときは、命令の定めるところにより、その旨をあらかじめ港長に届け出なければならない。
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 ××届け出義務者は、××である。
　（各製油所の届による）
(第6条)夜間入港制限
・ 命令の定める船舶は、港長の許可のある場合又は海難を避けようとする場合その他やむを得ない事由のある場合を除いて、日没から日出までの間は、港に入港してはならない。
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  総トン５００ｔ以上の船舶は、日出から日没までの間に入港すること。

（各地の運用による）
(第12条)航路

・ 雑種船以外の船舶は、特定港を出入し、又は通過するときは命令の定める航路によらなければならない。
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  ××航路では、総トン１万ｔ以上の船舶は航路管制を取得する。

(第21条)危険物

・ 爆発物その他の危険物を積載した船舶は、特定港に入港しようとするときは、港の境界外で港長の指揮を受けなければならない。危険物の種類は、命令でこれを定める。
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  危険物の用語の定義については、船舶安全法に基づく｢危物船舶運送及び貯蔵規則｣第２条を参照されたし！
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  (例)引火点が６１℃以下の液体は危険物である。
(第２２条)停泊場所
・ 危険物を積載した船舶は、特定港においては、錨地の指定を受けるべき場合を除いて、港長の指定した場所でなければ停泊してはならない。

(第23条)荷役許可
・ 特定港において危険物の積込み、積替え又は荷卸するには、港長の許可を受けなければならない。
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  危険物荷役許可申請には、一定条件を満たせば包括許可が受けられる(＊１ヶ月以内の期限で)。
・ 特定港において危険物を運搬しようとするときは、港長の許可を受けなければならない。

(第24条)水路の保全

・ 何人も港内又は港の境界外１万ﾒｰﾄﾙ以内の水面においては、みだりにﾊﾞﾗｽﾄ、廃油、石炭ｶﾗ、ごみその他これに類する廃物を捨ててはならない。

・ その他省略。

(第30条)火災警報
・ 特定港内にある船舶であって汽笛又はサイレンを備えるものは、当該船舶に火災が発生したときは、航行している場合を除き、火災を示す警報として汽笛又はサイレンを以って長音を５回吹き鳴らさなければならない。

その他、港長指示、命令、通達他

・ 危険物積載船、荷役施設より一定距離(30～50m)内の航行又は停泊の禁止
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  容易に確認で出来る標識設置要。

・ 緊急曳船索の設置

・ 引火性危険物積載中の表示

・ 危険物の夜間荷役の継続

　　　＊一定条件を満たせば

・ 危険物の夜間荷役の開始

　　　＊一定条件を満たせば

・ 危険物船へのﾊﾞｰｼﾞ船によるﾊﾞﾝｶｰ補給の制約

・ 危険物専用岸壁

・ 荷役管理組織

おわり
・ 次回は、｢危険物運送及び貯蔵規則｣勉強会資料作成予定。

